
久留米市立小学校の児童数は、ピーク時（昭和57年

度）の約60％に減少しています。

久留米市教育委員会は、平成30年10月に「久留米市立

小学校小規模化対応方針」を策定し、複式学級が発生して

いる小学校の統合を最優先に進めてきました。

平成31年2月からは、城島地域において説明会を複数回

開催し、統合の対象校である下田小・浮島小の保護者や地

域の皆様と協議を重ねてまいりましたが、このたび、学校を統合

することの合意をいただきました。

そこで、市教育委員会は統合の骨子を定めた「第１次久留米市立小学校統合基本計画」を決定し、久留米市議会

の6月定例会では、条例改正等の関連議案が可決されました。

●久留米市立小学校の全児童数の推移

これまでの経過

第1次久留米市立小学校統合基本計画の概要

統合の対象校 下田小学校・浮島小学校

統合の組み合わせ 両校とも城島小学校と統合

◆ 統合対象校と組み合わせ

統合の実施時期 令和３年４月１日

◆ 統合の実施時期

3つの重点分野

〇重点分野1 児童の安全・安心のための取組

〇重点分野2 学校の一体感の醸成を目指した魅力ある教育活動

の展開

〇重点分野3 学校や地域の伝統を継承していくための取組

◆ 統合後の新たな学校づくり

◆下田小学校（明治13年創立）

◆浮島小学校（明治6年創立）

◆城島小学校（明治6年創立）

【城島地域の皆様へ】

令和3年4月の下田小・浮島小・城島小の組み合わせによる学校統合が決定し、統合に向けた準備を進めていくこと

になりました。

統合後の学校づくりにあたりましては、未来を担う子どもたちにとって、より良い教育環境となるよう、しっかりと取り組んで

いきます。

城島地域の皆様におかれましては、引き続き、ご理解、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

令和2年７月 久留米市教育委員会

久留米市立小学校の統合のお知らせ
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令和2年7月15日発行：久留米市教育委員会



1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

下
田
小

通
常
学
級

学級数 1 複式学級 複式学級 1 4

児童数 6 4 7 7 5 8 37

全児童数 6 4 7 7 5 9 38

浮
島
小

通
常
学
級

学級数 複式学級 複式学級 複式学級 3

児童数 2 3 1 7 1 6 20

全児童数 2 3 1 7 1 8 22

城
島
小

通
常
学
級

学級数 1 2 1 2 1 2 9

児童数 32 37 37 43 35 43 227

全児童数 36 40 40 46 35 44 241

1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計

城
島
小

通
常
学
級

学級数 2 2 2 2 2 2 12

児童数 50 40 44 45 57 41 277

全児童数 50 44 47 48 60 41 290

小学校統合前と統合後の児童数・学級数

◆ 統合後（令和3年4月1日見込み）

◆ 統合前（令和2年5月末現在）

＊全児童数には特別支援学級に在籍する児童数を含みます。

小学校統合準備協議会（仮称）の設置

小学校統合を円滑に進めるため、小学校統合準備協議会（仮称）を下田小・浮島小・城島小の3校に

それぞれ設置して、スクールバスの運行についてなど、統合に向けた協議・検討を行っていきます。

［委員の構成］ 保護者の代表 地域住民の代表 校長 市教育委員会 城島総合支所
［主な協議事項］ 各部会で協議した事項の承認、情報共有など

●●小学校統合準備協議会

［委員の構成］保護者、学校、市教育委員会
（＊事務局：学校、市教育委員会）

［委員の構成］ 地域住民、城島総合支所
（＊事務局：校区コミュニティ組織、城島総合

支所、市教育委員会）

●●校区地域部会

◆ 小学校ごとの統合準備協議会のイメージ

◆ 統合準備協議会での主な検討事項等

●●小保護者部会

・ スクールバスの運行

・ 統合前の交流学習、合同行事の実施

・ 城島小学校の施設改修

・ 歴史的継承物の保存

・ 閉校式等式典行事の実施

・ 学校跡地の利活用 など

発行：久留米市教育委員会 学校教育課
電話：0942-30-9217 FAX:0942-30-9719
メール: gakkyo@city.kurume.fukuoka.jp

＊組織名称など現時点のイメージ図です。


